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　野添遺跡 23 区からは、戦国時代から織豊期 (15 世紀〜 16 世紀末 ) にかけての屋敷地に伴う遺物が出土しています。
屋敷地に関連する区画溝 020SD からは、内耳鍋や土師器皿が大量に出土しています。また、鍋類よりは少ないですが、
碗や小皿などの陶器片も出土しています。さらに、硯の破片が出土しており、この屋敷の人物は文字を書く人物だっ
たことがうかがえる資料です。
　区画溝以外の遺構からも遺物が出土しており、柱穴や土坑では天目茶碗や稜皿などの陶器類や青花端反皿などの磁
器が出土しています。
　昨年度調査では 17 世紀前半の遺物も出土しましたが、今回の調査区では 15 世紀〜 16 世紀が主体となっており、
17 世紀前半の遺物はあまり確認できていません。また、今回の調査区はより多彩な遺物が出土し、柱穴や掘立柱建
物跡も複数発見され、屋敷地の中心ないしは中心に近いことが考えられます。このことから、元々あった屋敷地がや
がて東へ広がっていった可能性が考えられます。
　今回の調査では、多彩な陶磁器類や硯も出土しており、当時の暮らしぶりが分かる貴重な資料が数多く発見されま
した。また、遺跡周辺には古くからあるとされるお寺 ( 臨在宗長谷寺 ) もあることから、寺領に関連した屋敷地の可
能性が高まりました。屋敷地はさらに西側へ広がる可能性があり、今後の調査で明らかになることが期待できます。
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根石を伴う掘立柱建物跡01
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根石を伴う掘立柱建物跡01(北東から)

区画溝20SD完掘状況(北東から)

　野添遺跡では、2022年度調査区(22C区)
から戦国時代～江戸時代前期(15世紀～17
世紀)までの屋敷地が発見されました。
　今年度は22C区の西側を調査しました(23
区)。この調査区からも戦国時代～江戸時代
前期(15世紀～17世紀)までの区画溝に囲ま
れた屋敷地が見つかっています。
　今年度調査区は遺構の残りが良好で、区
画溝20SDからは大量の内耳鍋や土師器皿、
天目茶碗などの陶器類、硯や砥石も出土し
ています。また、区画溝20SDに囲まれた北
側の区画では、柱穴の底に根石を伴う掘立
柱建物跡01など複数の掘立柱建物跡が確
認されました。何度も建て替えながら長い間
この場所を利用していたと考えられます。
　今年度の調査区は地盤が高い場所であ
り、多くの掘立柱建物跡が発見されました。
おそらくは、屋敷の中心にあたる場所と考え
られ、屋敷の変遷を考える上で重要な成果
となりました。
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